
こ う じ よう よ

-fllì である。 (4) 古;1反事台 1'î III ffj以外のものにかぎる。

2 工事別品の払出し 工事用品の払出し方法には，使HJ し (5) 古シートパイノレ

た数1"í1:を j狩政品から払出す使用払いと，引渡しをするときに(消水光年11)

引 ìJí1し数量を1~Ì'ÎI丸 IEから払/1\す引渡し払いの 2 途がある 。 使用 こ う じ よう よ う ひん 工場用品 (国鉄車両工場の) 国鉄事

払し、は前記の引渡しをした工事m品に払tUしについて突施して

おり ， 工事担当者が引渡しを受けたltj'政品を使用したときは，

その使用品:を旬以lに集計して ， 工事 HJ品使用報告mを作成して

物品出納役に提出し ， 物品 w納役は，物品出納長または分任tU

納長の命令を受けて貯放品から払出しを行うこととしている。

引波し払いは，韓基械(すえ付工事を裂しないものに限る) ，工事

JI'J{ilil品およ ひ:ýf司耗品ならびに当日中に使附して残品を生じない

総聞の工事用品について笑施しており ， 工事担当者がこれらの

工事fIJ品を使用しようとするときは， そのつど引渡兼使用報告

書を作成して物品出納役に提出し，物品出納役は，物品 11\納長

または分任H\納長の命令を受けてlt1' i，成品の払出しを行うととも

に，現品の引渡しを行っている。工事用品の払出しについて負

強科目，数i百，金古:)1等を更正する場合も ， 使用払し、のも のは工

I]ï.J'I1，l'o'， 1史 HJ報告告で，引波し払いのものは引渡兼使用報告書で

行うこととしている。

3 仮使別 工事担当者が部内工事の必要のためにl~r政品

を-11寺的に使用する場合は， 貯放品を決訴することな く 使用し，

使用料を負担すればよいこととし，これを貯j波品の仮使用と称

している。工事担当者が貯I改品をーl砕かぎり 使用するときは，

引波架に L仮使用1 と明記して， 物品出納役を経由して分任 /f.\

納長に訪求し ， 分任問納長は地方資材部長または資材事務所長

の承認を受けて，物JRI 出納役をしてE見1111 の引渡しをさせる。こ

の場合地方資材部長または資材事務所長は，その物品が可'1彊!狩

政品または重要撤去品であるときは，資材局長の承認を受けな

ければ， 仮使用させることはできない。 物品 IH納役は工事担当

者に仮使用しようとする物品を引波す場合には， Jm攻 I111 出納~)í.

に払 I:U しの登記をすることなく ， その!!Ji;:':i内訳側にその旨を記

録するとともに . it ìJ.lr物品書留簿に記入撃J1J!してお くもの とす

る。仮使用の場合の使用料は， 1 箇月当り !昨日主品代 füfi の 一三一
1.000 

に相当する金古賀とし ， 1 筒月未満は 1 箇月に切り上げて計算す

る。この場合の収入科目は営業外収入とし，もし仮使j日中に目

的物に倒{拐を与えたときは， 決算品の修瑚と問機に取扱って当

該経政で負抱し，修理不能のものについては，その貯iI:l<品を当

主主経'/'(で決算するものとする。仮使用を終ったときは工事担当

者は，あらたに引渡裂を作成してし仮使用返圭ul と明記し，現

況1 とともに物品出納役に提出し ， 仮使用物品の返却をする。物

品1:1_\納役は現品を確認の上， この引vi~}~により ， 貯政品 1:1:\納締

および貸波物品設備錦の整理を行う。

4 霊安撤去品 工事用品には， 工事の施行にやl'なって撤去

した物品を再用するもの もあるが， これら再用品を発生箇所に

おいて局地的に干専用するのみでは，一方に再用品が山献し，そ

の活用に腐心しているにもかかわらず， 一方においては， これ

と同一品目を購入するというような不都合を生ずるおそれがあ

るので，再用品のうち重要な物品については， 全国 ~I(Jにこれを

巡期する必要がある。その必要があると認め られる施設関係の

:m:裂な撤去品を軍基耳撤去品と称し ， 資材局長と施設局長とが協

議の上，これが五rrRJを図ることとしている。重要撤去品の品目

を示すとつぎのとおりである。

(1) 古レーノレ 22 kg 以上で l 本の長 さ 5 m 以上のものにか

ぎる。

(2) 古継目板 50 kg 用にかぎる。

(3) 古ガー ダ類 レ ー ノレビ ー ム以外のものにかぎf る。

両工場およびその修繕受持区で使用するために， 工場の用品:tì

1事に t，; ~、て保管する物品。工場}貯蔵品および工場予備品がこれ

に含まれる。工場貯放品には工場て‘製作した製作Jt1'放品，購入

品 (1.1'紐 J~î'民主品)および工事の結果発生した副生品および発生品

(乙節Jt~f jh~ r\~] および丙極Jtr政品)がこれに含まれる。以上の工場

用品の取扱7}については工場用品取扱手続 。昭和 28 ・ 4 ・ 11 公報

依命通達)に規定されている。

1 用品倉庫

(1) 殻位の理由 工場の用品倉庫はH召和 28 ・ 4 ・ 11 から設置さ

れたもので， 物品の出納保管部門である地方資料部の工i易用品

倉庫と ， 吉 I. i羽命令部門である工場の資材係の二元的組織を一元

化して新たに設けられたものである。同ーの工場内部で物品の

五Ií JlJについて以前のような二元的組織をとることは， 十分な号|

固とチエ Y !J を行い得ず， 資材管理の休11却がくずれ， J京伽計算

の適正を1切しがたくなる。このため両者を合休して適時適切な

計図と出納を行い， 資材管JJI!の体制を整備して工易経営を合理

的に行 うため，管J1I!部門と E見業部門とを合体してこれを l 人の

長が指仰するという用品倉庫を設置したのである。

(2) ff] ，l'o'，倉障の業務 用品倉庫長は工場長の指仰を受けて用

品倉庫の業務をつかさどるものであるが， その業務としては，

ア 物品の準備要求

イ 訊H立用品の管理!

ウ 工事問材料の計画

エ !削攻品および工場予備品の製作修繕命令

オ 工場Jtj可制もおよび工場予備品の出納保管 ・ 配給および保

有:l1tの設定

カ 巡搬計画および巡搬契約

キ 決算品の修繕契約

等があげられ，この業務を行うために用品:tìJili長のもとに， 企

画 ・ !Jl.品 ・ 晋1 tJ:の各係および倉庫部門としてJt1' i成品 ・ 副生品お

よび工場予備品の保管部門をおいている。

(3) 現品係と倉庫 :tìw.部門は貯i絞品および工場予備品の保

管受払， およびこれに伴なう現品主主または予備品受払架の盤J1J!

を行い， l~i' il波品 l:H納帳と予備品原告Eの出納監理は!Jl.品係が行う 。

現品の保管者と l品納恨の主主記を行うもの と を明確に区分して内

部I~管制 (けんせし、)をlIå:立し ， 責任の所在を明らかに してある。

またHJ品倉隊長を分任出納長， 現品係の主務者を物品出品~役，

倉Jill'部門においてはj狩政品 ・ ffiU生品および予{1m品の各保管i主任

者を物品目1納員として 1 m納保管の責任をもたせている。

2 工湯舟品の取扱プJ

(1) 製作貯政品 工場およびその修繕受持区で車両， 船舶，

機総および 1;1 動車の製作 ・ 改造または修繕のために要する物品

を，工場であらかじめ計画的に製作した場合は， これを製作貯

政1171に綿入する。すなわち車両でいえば修繕111が工場に入場し

たとき ， その修繕に必要な部品をただちに使用することができ

るように ， 工j品であらかじめ製作しておくものをいうのであっ

て， 素材として払い出し ， 1Jrl工後ただちに材料として使用され

るものは ， 当然当該工事で経'l't整理を行うべきである。

製作It1' il;!l: ，W，は工場の工事計画にも とづいて，その純閤つま り

品名および製作数量を決定すべきものであるが， それは資材供

給部門の 1舵入要件と相|呉服l係を有する。 すなわち製作貯蔵品と

して定めた品目でも部外から購入するこ と もあり ， また定めな
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